ブタ卵巣莢膜細胞の高純度分離培養法 by Kataoka, Nobuhiko
















かた おか のぶ ひこ
片 岡 信 彦
博 士 (医 学)
論 医 博 第 1611号
平 成 9 年 3 月 24日




論文調査委員 教 授 塩 田 浩 平 教 授 藤 田 潤 教 授 森 崇 英



































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本研究は卵巣黄膜細胞の高純度分離培養法の確立,および得られた黄膜細胞の純度評価法の確立,さら
にはその内分泌的動態を検討したものである｡
ブタ卵巣から卵胞を得て,これより機械的および酵素処理的手法を繰り返し徹底的に頼粒膜細胞を除去
することによって莱膜細胞を採取し,両細胞を得た｡以下の3項目を両細胞の純度評価とした｡
(1)ブタ黄膜細胞はC18steroidsを産生できるが頼粒膜細胞は材料となるandrogenがなければ産生でき
ない｡
(2)黄膜細胞はC19steroidsを産生できるが頼粒膜細胞はできない｡
(3)FSHは英膜細胞のsteroidogenesisには影響を与えない｡ただし,この際FSHが頼粒膜細胞のster-
oidogenesisに影響を及ぼすことを確認する必要がある｡
以上の純度評価より,頼粒膜細胞の混入が3%未満である純度の高い英膜細胞が得られた｡さらに,こ
の培養法は,ヒト卵巣にも応用ができた｡
以上の研究は,卵巣内分泌の解明に貢献し,生殖生理学に寄与するところが多い｡
従って,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年2月28日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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